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研
究
ノ
ー
ト
》

　
　
行
政
組
織
概
念
の
ゆ
ら
ぎ
と
再
構
築

　
　
　
ー
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
組
織
の
独
立
化
1

大
久
保
規
子

　
　
　
一
　
は
じ
め
に

　
行
政
組
織
の
独
立
化
傾
向
は
、
現
在
、
日
本
お
よ
ぴ
欧
米
諸
国
に

お
い
て
、
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
の
給
付
国

家
に
お
い
て
は
、
審
議
会
、
行
政
委
員
会
、
特
殊
法
人
、
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
の
会
社
の
よ
う
に
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
な
官
庁
構
造
か
ら

の
強
弱
さ
ま
ざ
ま
な
独
立
性
を
有
す
る
組
織
（
便
宜
上
、
以
下
で
は
、

独
立
型
組
織
と
呼
ぷ
）
が
有
機
的
に
ゆ
る
や
か
に
結
合
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
独
立
型
組
織
の
増
大
に
と
も
な
い
、
国
家
の
範
囲
、
枠

組
み
そ
の
も
の
が
流
動
化
し
、
行
政
組
織
概
念
の
ゆ
ら
ぎ
が
生
じ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ド
イ
ツ
で
は
、
法
学
、
行
政
学
、
社

会
学
な
ど
の
視
点
か
ら
、
独
立
型
組
織
の
総
合
的
分
析
を
目
的
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以

†
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
整
理
、
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
行
政
組

織
の
独
立
化
の
理
由
お
よ
ぴ
そ
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
　
　
二
　
伝
統
的
な
独
立
型
組
織

　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
独
立
型
組
織
に
よ
る
行
政
の
遂
行
は
、
特
に

目
新
し
い
現
象
で
は
な
い
。
一
九
世
紀
後
半
に
は
、
既
に
さ
ま
ざ
ま

な
独
立
型
組
織
が
存
在
し
て
い
た
し
、
こ
の
う
ち
公
法
人
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

は
早
く
か
ら
理
論
的
体
系
化
が
な
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三

〇
年
代
に
入
る
と
、
国
家
は
、
文
化
、
学
問
、
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、

本
来
的
に
杜
会
の
領
域
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
諸
分
野
に
介

入
す
る
際
に
、
し
ぱ
し
ぱ
公
法
人
と
い
う
組
織
形
式
を
用
い
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
公
法
人
に
よ
る
行
政
は
、

間
接
国
家
行
政
（
昌
葦
①
旨
胃
①
ω
冨
津
ω
く
ω
蔓
一
凹
ξ
冒
o
q
）
と
呼
ぱ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

直
接
国
家
行
政
に
対
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
独
立
型
組
織
を
め
ぐ
る
伝
統
的
な
理
論
の
特
徴
は
、
以
下
の
点
に

あ
る
。

　
ω
　
間
接
国
家
行
政
の
組
織
は
、
基
本
的
に
公
法
上
の
組
織
で
あ

る
と
さ
れ
た
。
二
の
た
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
特
に
生
存
配
慮

の
領
域
に
お
い
て
公
の
手
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
実
質
的
に
行
政
任

務
を
遂
行
し
た
私
法
上
の
会
杜
は
、
一
般
に
、
問
接
国
家
行
政
の
枠

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

組
み
の
外
に
置
か
れ
た
。

　
②
　
日
本
で
は
、
公
法
人
は
、
伝
統
的
に
公
法
上
の
杜
団
法
人
と

公
法
上
の
財
団
法
人
で
あ
る
営
造
物
法
人
と
に
分
け
ら
れ
て
き
た
。
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こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
で
は
、
公
法
人
は
、
社
団
（
穴
α
筍
胃
－

蜆
。
茎
一
・
営
叡
一
ぎ
婁
一
・
財
団
一
ω
葦
凄
一
の
三
つ
に
区

分
さ
れ
て
い
る
。
通
説
に
よ
れ
ぱ
、

財
団
法
人
が
物
を
基
体
（
ω
亭
－

血
一
、
凹
c
と
す
る
の
に
対
し
、
営
造
物
は
人
的
物
的
童
を
基
体
と
す

る
と
い
う
点
に
、
両
考
の
違
い
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
社

団
法
人
が
構
成
員
と
そ
の
自
治
を
特
徴
と
す
る
の
に
対
し
、
営
造
物

は
利
用
老
を
も
ち
得
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
営
造
物
に
お
い

て
は
構
成
員
が
存
在
し
な
い
か
ら
自
治
も
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
き

た
。　
㈹
　
あ
る
行
政
組
織
が
独
立
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し

も
そ
の
組
織
が
法
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
公
法
人

と
直
接
国
家
行
政
の
組
織
と
の
間
に
は
、
法
人
で
は
な
い
が
、
独
立

の
財
産
や
あ
る
程
度
の
業
務
遂
行
上
の
独
立
性
を
与
え
ら
れ
た
組
織
、

ま
た
は
母
団
体
以
外
の
老
に
対
し
て
の
み
権
利
能
力
を
与
え
ら
れ
た

組
織
な
ど
、
多
か
れ
少
な
か
れ
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
構
造
か
ら
の
独
立
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
与
え
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
主
に

給
付
行
政
の
領
域
に
よ
く
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
組
織
の
多
く
は
、
権

利
唯
力
の
な
い
消
造
物
と
か
、
部
分
的
毒
利
能
力
を
有
す
る

（
冨
一
鳥
o
巨
臥
筆
邑
営
造
物
と
呼
ぱ
れ
て
き
た
。

三
　
独
立
行
政
体
概
念

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
、
行
政
任
務
の
多
様
化
と
と
も
に
、

組
織
の
独
立
化
傾
向
は
続
い
た
。

行
政

　
ω
　
行
政
組
織
の
独
立
化
の
理
由
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
え

ぱ
、
①
経
済
助
成
領
域
で
は
、
利
益
集
団
の
代
表
者
を
参
加
さ
せ
て
、

合
意
を
形
成
し
、
専
門
知
識
を
獲
得
す
る
た
め
、
②
研
究
・
文
化
領

域
で
は
、
既
存
の
私
的
組
織
の
能
力
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
③

杜
会
的
に
組
織
さ
れ
た
既
存
の
団
体
（
例
え
ぱ
、
職
業
団
体
）
の
能

力
を
活
用
す
る
た
め
、
④
発
展
途
上
国
に
対
す
る
開
発
援
助
の
場
合

に
は
、
国
家
が
な
る
べ
く
前
面
に
出
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
⑤
公

企
業
の
領
域
で
は
、
柔
軟
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
独
立
型
組
織
が

　
　
　
　
　
（
8
）

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
②
　
行
政
組
織
の
独
立
化
が
進
む
と
と
も
に
、
公
法
人
や
間
接
国

家
行
政
と
い
う
用
語
の
他
に
、
独
立
行
政
体
（
く
實
邑
雰
轟
目
昌
曾
①

。
。
；
。
一
ξ
、
一
、
嵩
。
、
＼
く
。
；
印
岸
靖
；
。
岸
。
目
一
と
い
う
用
語

が
し
ぱ
し
ぱ
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
独
立
行
政
体
と
い
う
用
語

自
体
は
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
、
明
確
な
定
義
付
け
を
す
る
こ
と
な

く
、
公
法
上
の
独
立
型
組
織
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
近
年
の
研
究
で
は
、
独
立
行
政
体

の
中
に
私
法
上
の
組
織
を
も
含
め
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
ひ
と
く
ち
に
行
政
ま
た
は
公
的
任
務
を
遂
行
す
る
私
法

上
の
組
織
と
い
っ
て
も
、
こ
の
中
に
は
、
国
家
自
ら
が
設
立
し
所
有

す
る
組
織
も
あ
れ
ぱ
、
既
存
の
私
法
上
の
組
織
に
助
成
措
置
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
公
務
遂
行
の
た
め
に
利
用
す
る
場
合
も

＾
1
0
〕

あ
る
。
こ
の
う
ち
ど
こ
ま
で
を
独
立
行
政
体
で
あ
る
と
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
統
一
的
な
見
解
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
独
立
行
政
体
と

193



（194〕
一橋論叢 第110巻第1号 平成5年（1993年）7月号

い
う
場
合
に
は
、
主
に
法
人
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
権
利
能

力
の
な
い
独
立
型
組
織
が
こ
の
概
念
に
包
含
さ
れ
る
か
も
は
っ
き
り

し
な
い
。

　
し
か
し
、
何
れ
に
せ
よ
、
独
立
行
政
体
が
従
来
の
公
法
人
概
念
お

よ
ぴ
問
接
国
家
行
政
概
念
よ
り
も
広
い
概
念
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
概
念
の
下
で
は
、
も
は
や
公
法

上
の
杜
団
、
営
造
物
、
財
団
、
私
法
上
の
組
織
相
互
の
区
別
に
は
あ

ま
り
重
き
が
置
か
れ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
組
織
の
機
能
や
独
立
性
の
程

度
を
基
準
と
し
た
類
型
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
㈹
　
独
立
行
政
体
概
念
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、

次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
行
政
私
法
の
発
展
を
背
景
と
し
て
、
組
織
法
の
領
域
に

お
い
て
も
公
法
と
私
法
の
区
別
が
相
対
化
し
、
行
政
は
、
給
付
行
政

の
領
域
で
は
、
行
為
形
式
に
つ
い
て
ぱ
か
り
で
な
く
組
織
形
式
に
つ

い
て
も
、
鑑
形
式
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
考
え
方
が

浸
透
し
て
き
た
。

　
第
二
に
、
「
行
政
の
民
主
化
」
を
求
め
る
戦
後
の
政
治
的
、
社
会
的

運
動
の
成
果
と
し
て
、
教
育
、
放
送
、
経
済
誘
導
な
ど
の
領
域
に
お

い
て
、
利
益
集
団
の
代
表
の
参
加
制
度
が
次
第
に
整
備
、
拡
大
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
営
造
物
の
轟
構
造
が
杜
団
の
そ
れ
に
近
づ
く
形
で
、

両
老
の
区
別
が
相
対
化
し
た
。

　
第
三
に
、
特
に
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
な
い
国
家
機
能
の
増
大
は
国
家
財
政
の
悪
化
を
も
た
ら
し
、
行

政
組
織
の
独
立
化
が
、
ど
の
程
度
、

民
営
化
に
対
す
る
代
替
案
と
し

嘉
政
の
黎
化
の
手
段
と
言
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
組
織
の
独
立
化
に
適
し
た
任
務
は
何

か
、
独
立
行
政
体
に
対
す
る
統
制
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
ぺ
き
か
な

ど
に
つ
い
て
、
総
合
的
分
析
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

四
　
P
G
0
概
念

　
行
政
組
織
の
独
立
化
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
E
C
諸
国
に
お
い
て

共
同
研
究
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ド
イ

ツ
の
シ
ュ
ヅ
ベ
ル
ト
（
o
＝
昌
胃
向
o
寿
o
ω
9
o
o
o
①
ユ
）
、
イ
ギ
リ
ス

の
フ
ッ
ド
（
O
～
変
ε
巨
胃
葭
o
＆
）
ら
一
七
人
の
研
究
老
に
よ
る
共

同
研
究
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
に
は
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
『
ヨ

、
ロ
ツ
バ
に
お
け
る
独
立
行
鑑
1
。
。
0
に
よ
る
公
務
の
遂
行

1
』
と
い
う
著
箸
が
出
版
さ
れ
た
。
同
書
で
は
、
新
た
に
P
G
0

（
勺
印
冨
・
o
o
き
昌
8
雪
け
◎
轟
彗
－
N
き
昌
）
と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　
ω
　
P
G
0
と
は
、
公
務
の
遂
行
に
関
与
す
る
が
、
直
接
国
家
行

政
の
構
成
要
素
で
は
な
い
す
ぺ
て
の
組
織
類
型
の
総
称
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
組
織
を
表
す
た
め
に
、
従
来
、
各
国
に
お
い
て
、
例
え
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

イ
ギ
リ
ス
で
は
「
O
ζ
四
箏
胴
O
」
、
イ
タ
リ
ア
で
は
「
｝
胃
豊
冨
ざ
」
な
ど

の
異
な
る
概
念
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
同
書
で
は
、
法
系
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や
各
国
の
特
殊
な
政
治
事
情
の
違
い
を
超
え
て
共
通
の
組
織
現
象
の

理
論
化
を
行
つ
た
め
に
、
政
魂
に
中
立
的
姦
念
と
し
て
・
・
O

と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
②
　
行
政
組
織
は
、
直
接
国
家
行
政
の
組
織
、
間
接
国
家
行
政
の

組
織
、
国
家
か
ら
独
立
し
た
私
的
組
織
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
P

G
0
は
、
こ
の
う
ち
間
接
国
家
行
政
の
組
織
と
国
家
か
ら
独
立
し
た

私
的
組
織
と
を
包
括
す
る
上
位
概
念
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
に

は
各
類
型
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
混
合
形
態
が
存
在
す
る
か
ら
、
こ
れ

ら
の
区
別
は
相
対
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
直
接
国
家
行
政
の
組
織
は
、
一
般
税
収
を
主
た
る
財
源
と
し
、
所

定
の
行
政
の
手
続
に
よ
っ
て
職
員
を
採
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
規

定
と
政
治
的
代
表
老
に
よ
る
垣
常
的
な
指
図
に
従
っ
て
行
動
す
る
等

の
特
徴
を
も
つ
。
問
接
国
家
行
政
の
組
織
の
主
な
特
徴
は
、
特
別
法

に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
、
形
式
的
な
総
括
（
5
岸
昌
o
目
）
権
が
少
な
く

と
も
部
分
的
に
当
該
共
同
体
の
一
般
的
な
政
治
的
代
表
以
外
の
者
の

手
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
ま
た
、
通
常
、
そ
の
所
有
権
を
移

転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
国
家
か
ら
独
立
し
た
私

的
組
織
は
、
特
別
法
に
よ
ら
ず
に
構
成
員
に
よ
っ
て
設
立
・
解
散
が

行
わ
れ
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
な
く
、
ま
た
、
会
計
監
査
に
つ
い

て
公
法
上
の
手
続
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
等
の
特
鐵
を
も
つ
と
さ

（
1
7
）

れ
る
。

　
㈹
　
P
G
O
が
増
大
し
た
の
は
、
現
代
行
政
に
お
い
て
、
外
交
や

讐
察
の
よ
う
な
規
制
行
政
作
用
よ
り
も
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

1
整
備
の
よ
う
な
資
源
の
活
用
（
宛
①
路
o
胃
8
目
・
竃
o
茎
邑
o
『
昌
o
q
）

な
い
し
整
序
行
政
作
用
、
お
よ
ぴ
福
祉
の
増
進
の
よ
う
な
杜
会
的
形

成
作
用
な
い
し
給
付
行
政
作
用
が
犬
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
規
制
行
政
の
領
域
で
は
、
ほ
ぼ
例

外
な
く
公
共
財
の
み
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
る
た
め
、
受
益
老
や
利
用

老
を
限
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
税
収
が
財
源
と
さ
れ
る
。
ま

た
、
予
測
不
可
能
な
事
態
に
最
大
限
有
効
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

垣
常
的
な
指
揮
権
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
領
域
で

は
、
直
接
国
家
行
政
の
組
織
が
適
切
な
組
織
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
整
序
行
政
や
給
付
行
政
の
領
域
で
は
、
規
制
行
政
の
領
域
に

比
し
て
、
不
確
実
性
、
集
団
的
利
用
性
、
公
権
力
付
与
の
必
要
性
が

低
い
。
そ
の
た
め
、
監
督
は
よ
り
ゆ
る
や
か
な
も
の
で
足
り
、
ま
た
、

必
ず
し
も
税
収
を
財
源
と
す
る
必
要
も
な
い
。
言
い
換
え
れ
ぱ
、
こ

れ
ら
の
領
域
で
は
、
直
接
国
窮
政
の
組
織
を
選
択
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
必
然
性
は
な
い
と
さ
れ
る
。

　
ω
　
国
家
が
規
制
行
政
以
外
の
領
域
で
、
直
接
国
家
行
政
の
組
織

よ
り
も
P
G
O
を
好
ん
で
選
択
す
る
の
は
、
特
に
、
公
務
の
遂
行
に

際
し
て
は
公
権
力
の
行
使
や
官
僚
的
組
織
の
利
用
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
（
補
充
性
原
理
）
に
よ
る
も
の
で

＾
1
9
）

あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
補
充
性
の
原
理
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
背
景
に
は
、
①
民
族
的
、
宗
教
的
、
政
治
的
異
質
性
の
増
大
、
②

行
政
任
務
へ
の
期
待
、
要
求
の
多
様
化
、
③
量
よ
り
質
へ
の
価
値
観
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の
転
換
に
よ
り
、
利
用
老
の
希
望
を
考
慮
す
る
重
要
性
が
高
ま
っ
た

こ
と
、
④
官
僚
に
対
す
る
不
信
、
選
挙
さ
れ
た
政
治
的
代
表
の
誠
実

性
一
の
信
頼
の
滅
少
、
一
榴
民
の
自
已
組
織
力
の
増
大
、
奮
の
事

情
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
紹
介
し
た
P
G
O
概
念
は
、
従
来
の
問
接
国
家
行
政
の
組
織

と
一
部
の
私
法
上
の
組
織
を
包
含
す
る
概
念
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
、

独
立
行
政
体
概
念
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
書
に
お
け
る
P
G

○
概
念
に
は
論
老
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
が
あ
り
、
ま
た
、
独

立
行
政
体
概
念
自
体
も
流
動
的
な
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
両
概
念

が
同
義
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
ま
た
、

今
後
、
P
G
O
概
念
が
E
C
諸
国
に
お
い
て
定
着
し
て
い
く
か
ど
う

か
も
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
行
政
組
織
の
独
立
化
が
世
界
的
に

広
く
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
国
家
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
の
協
働
を
必
要
と
す
る
公
的
任
務
が
増
大
し
て
い
る
今
日
、
独

立
型
組
織
に
つ
い
て
、
国
際
的
に
共
通
の
概
念
を
構
築
す
る
意
義
は

小
さ
く
な
い
。

　
　
　
五
　
第
三
セ
ク
タ
ー
概
念

　
今
ま
で
述
べ
て
き
た
独
立
行
政
体
概
念
や
P
G
0
概
念
は
、
主
に

行
政
法
や
行
政
学
の
立
場
か
ら
、
基
本
的
に
国
家
を
出
発
点
と
し
て
、

行
政
ま
た
は
公
的
任
務
を
行
う
組
織
の
総
合
的
考
察
の
た
め
に
立
て

ら
れ
た
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
最
近
、
国
家
の
枠

組
み
を
超
え
た
よ
り
広
い
視
点
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
が
、
第
三

　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

セ
ク
タ
ー
概
念
で
あ
る
。

　
ω
　
目
本
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
概
念
は
、
官
民
の
共
同
出
資
を

本
質
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ド

イ
ツ
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
概
念
は
、
国
家
で
も
市
場
で
も
な
い
第

三
の
領
域
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は

権
力
と
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
存
在
を
そ
の
特
徴
と
し
、
市
場
は
交
換
や

利
潤
の
追
求
を
特
徴
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
組

織
は
、
①
自
律
性
を
有
す
る
こ
と
、
②
非
営
利
組
織
で
あ
る
こ
と
、

③
構
成
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
支
え
ら
れ
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
組
織
で
あ
る
こ
と
、
④
構
成
員
、
関
係
人
相
互
の
連
帯
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
、
⑤
市
場
を
通
さ
ず
消
費
老
と
直
接
的
λ
鞍
換
関
係
を

有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
②
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
（
O
～
容
o
昌
宛
9
．

o
3
己
）
に
よ
れ
ぱ
、
①
国
家
の
独
立
的
な
公
共
施
設
（
例
え
ぱ
、
大

学
）
、
②
公
的
任
務
を
委
任
さ
れ
、
し
ぱ
し
ぱ
助
成
金
を
受
け
て
い
る

国
家
の
下
請
け
的
施
設
（
例
え
ば
、
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー

ト
）
、
③
原
則
と
し
て
国
家
か
ら
の
助
成
金
を
受
け
ず
、
公
共
の
福
祉

や
隣
人
愛
な
ど
伝
統
的
な
価
値
観
に
従
っ
て
行
動
す
る
伝
統
的
な
公

益
的
施
設
（
例
え
ぱ
、
赤
十
字
、
労
働
組
合
）
、
④
ポ
ス
ト
物
質
主
義

的
な
価
値
観
に
従
っ
て
行
動
す
る
ア
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ー
フ
の
施
設
に

　
　
　
　
菊
）

類
型
化
さ
れ
る
。

　
㈹
　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
発
生
要
因
と
し
て
は
、
①
国
家
の
官
僚
主

義
に
も
市
場
の
利
潤
追
求
志
向
や
競
争
原
理
に
も
な
じ
ま
な
い
任
務
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が
あ
る
こ
と
、
②
社
会
的
価
値
観
の
変
化
、
③
国
家
や
市
場
の
シ
ス

テ
ム
が
極
め
て
複
雑
化
し
、
全
体
的
に
把
握
し
統
制
す
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
と
な
り
、
人
間
疎
外
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
④
社
会

の
実
験
的
領
域
で
は
、
ま
ず
、
見
通
し
の
き
く
枠
組
み
の
中
で
経
験

を
集
め
る
必
要
の
あ
る
こ
と
、
⑤
第
三
セ
ク
タ
ー
の
設
立
が
、
市
場

に
と
っ
て
は
税
制
上
の
特
典
の
よ
う
な
利
点
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、

国
家
に
と
っ
て
は
負
担
軽
減
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら

　
　
（
刎
）

れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
第
三
セ
ク
タ
ー
概
念
に
は
、
今
ま
で
国
家
の
領
域

に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
組
織
（
一
部
の
公
営
事
業
や
公
法

人
）
か
ら
、
経
済
団
体
や
消
費
者
団
体
の
よ
う
に
、
よ
り
市
場
に
近

い
組
織
ま
で
包
括
さ
れ
、
そ
の
範
囲
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
概
念
の
提
唱
者
に
は
、
純
粋
な
国
家
の
組
織
と
純
粋
な
私
的
組

織
と
の
間
に
あ
る
多
様
な
組
織
を
、
単
に
両
老
の
混
合
的
組
織
形
態

ま
た
は
国
家
の
附
属
的
組
織
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
考
え
方
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
第
三
セ
ク
タ
ー
概

念
は
、
既
存
の
概
念
の
修
正
、
拡
大
に
と
ど
ま
ら
ず
、
独
立
型
組
織

に
つ
い
て
新
し
い
体
系
の
構
築
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
動

向
が
注
目
さ
れ
る
。

六
　
今
後
の
課
題

近
年
、
行
政
ま
た
は
公
的
任
務
は
、
直
接
国
家
行
政
の
組
織
に
よ

っ
て
よ
り
も
、
独
立
型
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
行
政
組
織
の
枠
組
み
が
ゆ
ら
ぐ
中

で
、
ド
イ
ツ
で
は
、
独
立
型
組
織
を
め
ぐ
り
、
上
述
の
よ
う
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
何
れ
の

概
念
に
よ
っ
て
も
、
独
立
型
組
織
を
明
確
に
定
義
づ
け
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
互
い
に
交
錯
し
て
お
り
、
相

互
の
異
同
は
必
ず
し
も
明
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
国
家
に
よ
り
近

い
組
織
か
ら
純
粋
な
私
的
組
織
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
段
階
的
に

存
在
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
組
織
を
厳
密
に
分
類
す
る
こ
と
に

は
無
理
が
あ
り
、
ま
た
、
厳
密
に
分
類
し
て
み
て
も
あ
ま
り
意
味
が

な
い
。．
よ
り
轟
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
独
立
型
組
織
を
政
義
、
法
的
に

ど
の
よ
う
に
統
制
し
て
い
く
ぺ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
が
、
上
述
の
諸
概
念
の
提
唱
老
に
共
通
し
た
問
題
意
識
で
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
独
立
型
組
織
に
つ
い
て
は
、
直
接
国
家
行
政
の
組
織
の

場
合
と
は
異
な
る
統
制
手
段
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
伝

統
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
統
制
・
監
督
手
段
は
、
独
立
型
組
織
の
利

点
（
例
え
ぱ
、
自
律
性
、
柔
軟
性
、
利
用
老
と
の
密
接
な
関
連
性
）

を
破
壊
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
新
た
な
統
制
手
段
と
し
て
は
、
①
利
用
者
代
表
そ
の
他
の
関
係
人

に
よ
る
統
制
、
②
同
種
の
グ
ル
ー
プ
相
互
の
評
価
に
よ
る
統
制
、
③

独
立
型
組
織
相
互
の
競
争
に
よ
る
統
制
（
例
え
ぱ
、
補
助
金
、
権
限

オ
鞠
を
め
ぐ
る
競
争
）
、
④
市
場
に
よ
る
統
制
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
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も
っ
と
も
、
独
立
型
組
織
は
、
政
治
的
統
制
を
免
れ
、
国
民
の
共

益
と
は
関
係
の
な
い
自
已
の
利
益
の
追
求
に
走
る
と
い
う
危
険
に
も

さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
関
係
人
に
よ
る
統
制
や
独
立
型
組
織
の
自
己
統

制
（
ω
①
亭
g
g
昌
胃
冒
①
q
）
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
来
、
官
僚
制
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と

し
て
登
場
し
た
は
ず
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
も
、
国
家
や
大
規
模
な
私

瑠
織
と
同
様
の
官
僚
化
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
も

あ
る
。

　
し
か
し
、
純
粋
な
国
家
の
領
域
と
私
的
領
域
と
の
間
に
存
在
す
る

組
織
を
す
べ
て
国
家
な
い
し
行
政
組
織
に
準
じ
た
も
の
と
し
て
捉
え
、

国
家
が
こ
れ
ら
に
対
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
統
制
を
強
め
る
こ
と
は
、

妥
当
で
は
あ
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
、
行
政
組
織
の
独
立
化
の
要
請
に

応
え
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
巨
大
化
し
た
国
家
シ
ス
テ

ム
の
疲
労
は
、
単
に
従
来
の
シ
ス
テ
ム
の
改
良
に
よ
っ
て
解
決
し
得

る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
非
営
利
組
織
を
国
家
に
対
置
さ
れ
る
第

三
の
領
域
と
し
て
つ
か
み
、
国
家
と
非
営
利
組
織
と
の
協
働
関
係
に

つ
い
て
妥
当
す
る
法
理
論
の
構
築
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　
　
（
1
）
　
＜
①
q
－
．
N
1
軍
O
．
窒
ξ
胃
一
冒
o
盲
『
甘
ω
募
o
ぎ
雫
易
9

　
　
　
目
目
庄
茅
8
＜
①
；
R
9
胃
汗
①
岸
－
冒
α
弍
①
鼻
－
－
9
彗
丙
8
罧
一

　
　
　
H
8
o
〇
一
宗
易
二
U
g
房
g
窪
＜
胃
ミ
竺
ε
お
宵
8
耳
｝
庄
』
一
ω
1

　
　
　
＞
目
o
j
岩
N
♪
ω
l
S
N
声
な
お
、
オ
ヅ
ト
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
は
、

　
　
　
権
利
能
力
の
あ
る
行
政
（
『
8
～
段
筆
尉
①
＜
①
；
竺
巨
握
）
や

行
政
体
（
＜
o
；
壷
－
巨
轟
ω
5
o
雪
）
と
い
う
用
語
も
公
法
人

　
（
α
弐
昌
；
g
『
8
罧
＝
9
①
勺
o
易
昌
）
と
同
義
に
用
い
て
い
る
。

（
2
）
＜
胴
F
＞
1
宍
葦
①
q
賃
冒
①
『
①
9
邑
筆
冨
く
①
尋
苧

ざ
轟
竃
－
ま
①
芦
＜
o
…
＞
篶
F
岩
ω
9
ω
．
崇
∴
幸
①
∋
①
『

ミ
①
冨
■
　
冒
①
　
ヌ
冒
潟
易
｝
良
｛
8
一
＞
易
言
斥
昌
　
ζ
目
o

ω
婁
↓
冒
O
q
8
ま
ω
0
：
饒
昌
；
9
雪
肉
8
巨
9
N
I
＞
⊆
～
岩
お
1

（
3
）
　
も
っ
と
も
、
「
思
亭
訂
冨
」
の
概
念
は
、
古
く
か
ら
存

　
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
行
政
会
杜
（
＜
雪
・

婁
巴
巨
鍔
晶
鶉
o
＝
8
巨
津
）
の
増
大
に
つ
い
て
は
、
公
法
上

　
の
組
織
の
み
を
名
宛
人
と
し
て
い
る
憲
法
上
の
拘
束
（
特
に

　
平
等
原
則
）
が
及
ば
な
い
か
ら
、
法
治
国
家
原
理
を
形
骸
化

　
す
る
と
か
、
国
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
の
権
限
分
配
を
無
意
味
に

　
す
る
と
い
っ
た
批
判
が
な
さ
れ
た
。

（
4
）
　
ド
イ
ツ
の
営
造
物
概
念
は
、
多
義
的
な
概
念
で
あ
り
、

　
日
本
の
営
造
物
概
念
と
同
様
に
、
公
共
施
設
と
ほ
ぼ
同
義
に

　
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
各
ラ
ン
ト
の
市
町
村
法

　
（
Ω
①
冒
①
ぎ
庄
8
a
目
＝
目
o
q
）
の
い
う
公
共
施
設
（
α
弐
g
；
o
訂

嚢
弓
ざ
事
昌
①
q
）
は
、
組
織
的
な
独
立
性
を
前
提
と
し
た
概
念

　
で
は
な
く
、
直
営
形
式
の
各
種
施
設
や
私
法
上
の
組
織
形
式

　
で
運
営
さ
れ
る
施
設
を
も
包
含
す
る
概
念
で
あ
る
と
解
さ
れ

　
て
い
る
。

（
5
）
　
た
だ
し
、
一
九
世
紀
に
は
、
営
造
物
を
公
法
上
の
財
団

　
と
し
て
捉
え
る
考
え
方
が
む
し
ろ
有
力
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
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最
近
で
は
公
法
上
の
財
団
を
営
造
物
の
下
位
概
念
で
あ
る
と

　
す
る
説
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
く
①
q
一
．
N
』
、
ρ
‘
9
①
宍
9

　
0
①
暮
8
チ
鶉
～
ユ
く
津
『
g
薫
一
｝
o
－
ゲ
ー
o
o
竃
一
ω
．
轟
蜆
声
一

　
①
卜
蜆
葭
∴
宛
．
｝
『
O
E
①
■
O
庁
α
弍
O
巨
＝
O
ブ
8
0
げ
巨
斥
｝
①
＞
5
1

　
ω
蔓
戸
く
＜
U
ω
一
勾
－
宝
（
岩
o
o
①
）
一
ω
．
8
H
‘

（
6
）
＜
胴
F
里
思
鼻
P
N
昌
弐
竺
①
目
ざ
軍
昌
巨
ω
註
ま
＝
①

　
◎
『
帽
凹
目
尿
與
巨
o
目
8
ぎ
チ
9
8
目
庄
亀
目
昌
ま
罧
①
亭
凹
烏
目
｝
o
目
■

　
○
窃
く
實
婁
凹
写
賃
一
〇
目
一
＜
①
暑
＞
篶
F
－
彗
o
〇
一
ω
．
－
お
声

（
7
）
　
営
造
物
の
独
立
性
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
営
造

　
物
理
論
の
展
開
と
課
題
」
一
橋
論
叢
一
〇
二
巻
一
号
（
平
元
）

　
一
ニ
ニ
頁
以
下
参
照
。

（
8
）
＜
o
q
F
O
－
｝
．
ω
｝
ξ
潟
員
勺
O
O
二
目
宗
『
｝
冒
庄
撃

　
H
①
o
目
σ
＝
斤
U
①
目
房
o
＝
－
顯
目
P
」
目
一
〇
一
匡
o
o
o
＼
O
．
｝
一
ω
o
＝
冒
o
－

　
潟
ユ
（
＝
易
㌍
）
一
＜
雪
需
亭
ω
轟
昌
9
阻
o
く
胃
峯
巴
巨
目
o
q
需
チ
．

　
ζ
9
帯
目
巨
峯
鶉
后
膏
o
o
賞
U
－
①
向
『
簑
＝
目
目
①
q
α
弍
①
目
；
9
胃

　
＞
昌
ぼ
與
σ
①
目
o
o
『
o
す
勺
凹
『
雫
O
o
く
①
コ
一
昌
①
目
片
O
『
o
q
與
巨
N
凹
饒
o
目
ω

　
（
｝
①
O
ω
）
一
H
0
0
o
o
〇
一
ω
．
M
－
ω
－

一
9
）
く
o
・
一
』
．
奉
曙
9
胃
筥
易
①
目
．
一
一
＜
婁
き
ω
彗
o
雪
轟

く
昌
＜
雪
奏
岸
≡
①
q
ω
蔓
零
昌
L
§
る
．
『
ω
o
＝
ξ
温
貝

　
巨
①
向
ユ
昌
巨
冒
①
目
α
弐
①
目
；
o
す
胃
＞
E
骨
凹
σ
8
匝
膏
o
す
＜
g
．

器
ヨ
〕
ω
蔓
＝
皇
阻
①
＜
①
…
巴
g
目
o
q
竃
弐
訂
篶
雪
一
H
岨
o
。
ご
幸
｛
ω
・

ω
o
冒
ω
o
チ
β
津
－
o
ゴ
①
H
　
｝
9
H
凹
一
　
〇
①
H
　
Ω
①
ω
巾
＝
ω
o
す
団
饒
　
｛
饒
『

α
虫
①
暮
＝
o
7
①
　
ミ
マ
房
o
す
與
津
　
目
目
o
　
Ω
ω
昌
①
ぎ
奏
片
房
o
＝
四
津

　
（
｝
易
o
目
・
）
一
N
冒
昌
巾
8
巨
①
昌
宗
『
＞
冒
厨
螂
σ
g
く
胃
5
困
①
昌
目
血
q

　
四
目
｛
α
津
①
目
巨
ざ
－
①
⊂
鼻
①
コ
完
巨
目
o
貝
－
㊤
o
o
ト

（
1
0
）
　
く
o
目
－
1
N
l
｝
．
『
竃
巨
－
胃
・
↓
チ
o
昌
P
U
胃
ブ
印
亭
ω
3
津
■

　
＝
g
①
＜
①
8
貝
－
貨
ざ
＞
．
冒
暮
昌
與
昌
－
一
｝
＝
目
庄
鶉
①
耐
o
目
①

　
＜
①
尋
邑
旨
目
胴
庄
ξ
｝
｝
二
く
斗
①
～
一
冒
①
く
o
；
蟹
斥
冒
o
目
H
彗
9

　
ω
・
お
－
声
一
事
．
コ
ニ
雪
一
く
①
コ
雫
巴
ε
目
暢
昌
－
暮
；
目
o
目
勺
ユ
く
四
－

　
8
■
－
睾
3
更
｝
①
o
汗
胃
一
↓
く
o
－
8
＝
o
目
胴
o
目
8
＝
印
饒
①
目
o
昌

　
召
才
斗
篶
o
幸
＝
g
o
掃
閏
自
－
m
庁
ユ
8
｝
口
目
庄
鶉
く
①
；
曇
－
ε
目
堕

　
U
庁
＜
①
…
巴
ε
目
胴
畠
お
一
ω
．
畠
H
声

（
u
）
　
＜
①
目
F
ミ
o
罵
＼
｝
與
o
－
o
ぐ
卑
〇
一
〕
雪
一
く
雪
ミ
竺
旨
目
o
q
宵
①
o
ゴ
↓

　
月
蜆
1
＞
＝
饒
－
一
岩
o
o
“
吻
H
竃
国
一
葭
－
彗
凹
弓
①
5
＞
－
后
①
ヨ
①
ぎ
鶉

　
く
①
；
邑
g
屋
賀
8
耳
べ
－
＞
目
p
し
8
p
ω
．
8
声
な
お
、
特

　
に
公
共
施
設
の
組
織
形
式
に
つ
い
て
は
、
例
え
ぱ
、
轟
F
U
．

　
向
巨
胃
9
o
庁
向
昌
宥
－
①
ご
目
冒
藺
目
o
胃
丙
◎
昌
ヨ
目
目
①
3
凄
『
①
ぎ
①

　
α
葭
①
目
昌
o
－
－
冨
o
葦
－
g
①
　
o
庄
胃
　
肩
ξ
斗
冨
o
巨
＝
o
＝
①
　
◎
『
I

　
○
目
四
巨
竃
巨
o
目
宇
篶
H
里
目
ユ
o
ゴ
巨
旧
①
目
＝
目
o
G
巨
①
∋
o
ケ
昌
①
p

　
U
◎
＜
H
竃
9
o
o
；
竃
声
一
奉
．
雪
豊
器
『
一
冒
o
ミ
団
巨
ま
H

◎
轟
冒
ぎ
巨
昌
ω
3
昌
ぎ
…
…
箒
・
里
ま
ま
…
需
貝

　
岩
o
o
↓
．

（
1
2
）
営
造
物
に
お
け
る
利
益
集
団
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
営
造
物
と
利
益
集
団
の
多
元
的
参
加
」
一
橋
論
叢
一
〇

　
八
巻
一
号
（
平
四
）
一
〇
四
頁
以
下
参
照
。

（
1
3
）
　
ド
イ
ツ
の
「
勺
ユ
轟
豪
庁
昌
目
胴
」
論
に
つ
い
て
は
、
例
え
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ぱ
、
岡
田
雅
夫
「
行
政
課
題
の
甲
才
註
浄
2
轟
論
に
つ
い

　
て
」
岡
山
大
学
創
立
三
〇
周
年
記
念
論
文
集
・
法
学
と
政
治

学
の
現
代
的
展
開
（
昭
五
七
）
一
二
二
頁
以
下
、
角
松
生
史

「
『
民
間
化
』
の
法
律
学
」
一
〇
二
巻
一
一
n
一
二
号
（
平
元
）

七
一
九
頁
以
下
参
照
。

（
1
4
）
　
0
1
｝
o
o
o
＼
O
‘
■
ω
o
，
⊆
o
o
①
斗
（
■
『
ω
①
目
1
）
一
円
．
凹
．
◎
・
な

　
お
、
英
語
版
の
題
名
は
、
、
、
U
茎
き
；
轟
、
目
；
o
ω
胃
く
ざ
鶉

　
ヲ
峯
窃
8
冒
向
弓
o
o
ρ
ω
7
胃
｛
目
o
q
峯
鶉
言
∋
向
胃
o
肩
凹
目

異
o
邑
雪
8
o
毫
胃
凹
－
。
・
o
く
①
昌
自
8
；
握
邑
・
き
g
．
，
と

　
な
っ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
＜
o
q
－
．
ρ
｝
ω
｝
ζ
暑
①
昇
》
O
屋
目
胴
o
具
巴
ω
↓
轟
σ
嘗
・

一
昌
監
ω
＜
o
；
葦
昌
①
q
窪
薫
彗
ω
も
◎
＜
H
竃
H
一
ω
．
H
3
声

（
珊
）
　
0
1
雲
o
o
O
＼
O
1
■
ω
o
す
目
o
扁
ユ
（
匡
『
ω
炉
）
－
印
・
與
・
O
・
一

　
ω
一
曽
｛
．

（
1
7
）
　
O
．
｝
o
o
ミ
ρ
声
ω
9
ξ
扁
ユ
（
葭
冨
炉
）
一
顯
．
凹
・
◎
・
一

　
ω
．
賢
声

（
㎎
）
　
O
．
＝
o
o
O
＼
O
．
『
ω
〔
－
＝
O
潟
斗
（
■
『
ω
唄
）
一
串
凹
・
◎
・
一

　
ω
・
s
声
た
だ
し
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
組
織
形
式
の
選
択
は
、

　
必
ず
し
も
こ
の
理
論
通
り
に
は
行
わ
れ
な
い
。
例
え
ぱ
、
①

　
民
営
化
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
官
僚

　
的
体
質
の
改
善
を
図
っ
た
り
、
②
直
接
国
家
行
政
の
内
部
で

　
直
営
事
業
（
内
①
阻
9
o
巨
9
）
の
よ
う
な
柔
軟
性
の
あ
る
組

　
織
構
造
を
用
い
た
り
、
③
行
政
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方

　
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
直
接
国
家
行
政
の
組
織

　
の
ま
ま
で
、
P
G
0
形
式
を
選
択
し
た
場
合
と
同
様
の
効
果

　
を
あ
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
ω
、
ω
邊
｛
。
）
。

（
”
）
　
O
．
＝
O
o
O
＼
Ω
1
『
ω
o
ご
目
O
潟
『
［
　
（
雪
『
ω
甲
）
－
凹
・
凹
・
O
二

　
ω
一
と
ω
葭
＝
ω
一
蟹
o
声

（
2
0
）
　
ρ
曽
8
ミ
O
l
■
ω
｝
暑
潟
ユ
（
匡
『
ω
唄
）
一
団
・
．
P
O
・
一

　
ω
．
ω
8
声

（
2
1
）
　
＜
o
q
－
N
．
軍
ρ
内
9
9
胃
P
U
雪
U
『
葦
①
ω
o
ζ
昌
一

　
U
O
＜
畠
o
o
o
〇
一
ω
．
ω
麸
津
一
＜
1
丙
o
冒
o
目
⑦
一
↓
訂
◎
ユ
o
o
冒
o

■
昌
胃
一
二
鶉
冒
葦
彗
ω
①
奉
O
易
旨
ら
巨
昌
き
ぎ
；
2

　
（
雪
易
O
目
．
）
」
閂
～
σ
冒
O
ブ
N
胃
m
一
冨
誌
・
目
目
O
く
①
『
奏
印
岸
O
目
①
目
血
峯
尿
・

　
8
易
9
良
戸
｝
o
．
ド
岩
o
o
o
〇
一
ω
．
■
ω
声
一
勺
‘
望
8
ゴ
o
昇

　
U
＞
窒
一
宛
印
＝
冒
註
＝
斗
o
o
＝
巨
8
＝
窃
竃
印
目
與
胴
①
昌
①
目
け
印
＝
ω

　
肩
才
g
胃
■
彗
o
－
丙
g
巨
＝
g
o
冒
己
き
；
邑
↓
o
目
暢
考
｛
ω
－

　
窒
冨
o
巨
彗
o
ぎ
寄
鍔
s
一
冒
z
昌
一
竃
o
ま
ω
＝
9
葦
8

　
ω
①
犀
o
冨
．
．
－
一
〇
◎
く
H
竃
〇
一
ω
．
①
ミ
声

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

O
．
丙
9
o
す
與
『
戸
顯
－
螂
．
O
1
一
ω
．
ω
①
』
一

〇
．
丙
甘
o
＝
団
H
戸
団
．
P
O
1
一
〇
〇
1
ω
①
蜆
｛
1

ρ
肉
9
〔
，
凹
『
戸
P
凹
1
O
’
ω
一
ω
①
べ
一

く
①
q
－
1
－
．
－
匡
①
窒
一
＞
巨
胴
與
げ
①
目
O
－
目
O
『
ω
3
呉
ω
－
①
ブ
8

＝
g
8
一
冒
勺
胃
県
冒
①
z
2
げ
巴
＆
E
箏
①
目
庄
R
ω
s
津
ω
昌
ω
・

斤
自
窃
－
o
目
一
〇
．
O
自
9
U
庁
ω
一
印
與
房
一
＝
o
o
ユ
①
凹
；
｝
o
①
『
ω
＝
o
－
①

目
曽
チ
宇
篶
昌
O
O
胴
①
易
冨
冒
戸
凹
自
①
罰
一
↓
芦
目
一
妻
①
ぎ
戸
閂
1

ω2



　
（
＝
易
O
q
．
）
‘
讐
．
顯
．
◎
1
一
｝
O
‘
一
－
㊤
O
O
ご
ρ
句
1
ω
｝
目
O
潟
貝

　
竃
胃
ζ
一
ω
註
凹
戸
冒
津
註
『
o
o
①
斥
ε
『
－
o
o
實
目
o
o
チ
ヨ
9
、

ω
①
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